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多くの製品の消費期限を定期的にチェックし、使用
可能てあることを確認する必要かあります。これに
は、様々な食品や化粧品、産業て使用される石油製
品なとか含まれます。製品の酸化防止剤含有量は、
保存可能期間の重要な指標となります。基本的に、
製品中の抗酸化物質含有量か高いほと、消費期限は
長くなり、製品をより有効な状態に保つことかてき
ます。 この技術資料(アフリケーションノート)ては

、ランシマット法による酸化防止剤含量の測定か可
能てあることを実証しています。既知の酸化防止剤
てあるα-トコフェロール(ヒタミンE)の検量線は、
担体物質としてPEGを使用して実施され、その後、
既に測定されたサンフルの酸化防止剤含量か線形回
帰て計算されました。892 フロフェッショナル ラン
シマットを使用することて、様々な製品の酸化安定
性を再現性よく正確に測定することかてきます。
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はじめに

サンプルおよび前処理

ランシマットて酸化安定性を測定する場合、直接測
定に加えてPEG法か最も効果的な方法てあることか
証明されています。複雑なマトリックスを持つ製品
や、時間のかかるサンフル調製 (前処理) を避けたい
場合に特に適しています。
しかし、直接測定と同様、PEG法は製品の抗酸化物
質含有量を正確に反映することはてきません。滴定
法、HPLC法、長期試験法なとの第2の評価方法との
比較か常に必要となります[1]。
本技術資料ては、PEGを担体としてα-トコフェロー
ルによるキャリフレーションを行いました。その後
、以前に測定したサンフルの抗酸化物質含量を線形

回帰を用いて算出しました。線形回帰は原液からの
希釈系列を用いて実施しました。線形回帰には、
w(トコフェロール)=25 mg/kgと250 mg/kgの間の
標準液を使用しました。
この線形回帰法を用いることて、様々な製品の抗酸
化物質含量(α-トコフェロールとして表示)について
信頼性の高い説明かてきることか示されています。
この抗酸化物質含量はいつても簡単に比較てきます
。多くの製品に異なる抗酸化物質か含まれているた
め、一つの物質に絞って比較する方か簡単てす。ま
た、同し製品に含まれる異なる酸化防止剤をランシ
マットて区別することはてきません。

この技術資料は、さまさまなサンフルて実証されて
います (表 1)。

サンフルの前処理は必要ありません。

実験
測定は 892 フロフェッショナル ランシマット(図 1)
を用いて行われます。
適量のサンフル(または標準溶液)とPEGを反応容器
に秤量し、測定を開始します。
ランシマット法ては、サンフルは100~180°Cの一
定の設定された温度てキャリアカス(空気)にさらさ
れます。揮発性の高い二次酸化生成物はキャリアカ
ス(空気)とともに測定容器に運はれ、測定溶液に吸
収されます。

図 1. 酸化安定性試験のための測定容器と反応容器を装備した
892プロフェッショナルランシマット
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測定溶液の導電率は連続的に記録されており、二次
酸化生成物の形成により導電率は上昇します。顕著
な導電率上昇か起こるまての時間は「酸化誘導時間
」と呼はれ、酸化安定性の良い指標となります(図
2)。

図 2. ブラートヴルスト・ソーセージの酸化安定性の測定。酸
化誘導時間は1.82時間。

線形回帰を用いると、α-トコフェロール標準物質
系列に対応する酸化誘導時間は相関係数0.998を達
成することか示されました(図3)。これは892 フロ
フェッショナル ランシマットの精度を示しています
。

図 3.  PEGを担体としたα-トコフェロールの120℃における線
形回帰

表 1. 892 フロフェッショナル ランシマットによる120°Cにおける α-トコフェロール 当量の測定結果.

サンフル (n = 4) α-トコフェロール当量 平均値 [mg/kg] 変動係数 SD(rel) [%]

セルヘラ・ソーセーシ 86.8 5.5

フラートウルスト・ソーセーシ 84.0 1.1

保湿クリーム 65.1 8.9

ホティローション 58.1 6.1

ターク・チョコレート 68.2 4.7

コーヒー粉末 1590.1 7.5

緑茶 7423.7 7.8
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結論
PEG法により、加工された最終製品中のα-トコフェ
ロール当量としてあらわされる抗酸化物質について
結論を出すことかてきます。サンフルの前処理か不
要てあり、個々の成分たけてなく、サンフルの完全
なマトリックスの直接的な影響を見ることかてきま

す。
892フロフェッショナル ランシマットを用いれは、
この品質ハラメータを一度に8つの異なるサンフル
について簡単かつ同時に測定することかてき、品質
管理ラホのスルーフットか向上します。
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装置構成

892 Professional Rancimat
892 フロフェッショナルランシマットは、長年世界
て使われているランシマットメソットによって自然
の油脂およひ油の酸化安定性を簡単かつ安全に測定
するための分析システムてす。加熱フロック2つに
8つの測定ホシションかあります。内蔵式ティスフ
レイには装置およひそれそれの個々の測定ホシショ
ンのステータスか表示されます。各測定ホシション
のスタートキーによって装置の測定をスタートてき
ます。洗浄にかかる手間およひコストは、実用的て
ある使い捨て反応容器およひ洗浄機に耐えられる付
属品の使用によって最小限に抑えることかてきます
。これによって時間とコストを削減し、精度と再現
性を著しく改善することかてきます。測定実施のた
めに必要な全ての付属品は同梱されています。装置
の制御、テータの記録、評価、保存のためには、
StabNetソフトウェアか必要てす。
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